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（２）高齢者の健康 

 

 

 

 

 

 

人口減少、少子高齢化が進む中、町の高齢化率は 40.2％で県下 20 市町中７位とな

っています。今後は、高齢者のうち 75 歳以上の後期高齢者の割合も高くなっていく

ことが予測されます。現在、要介護（支援）認定率は 20％程度で横ばいですが、後

期高齢者の増加とともに要介護（支援）認定率も上昇することが予測されます。その

ため、加齢に伴う虚弱な状態（フレイル）にならないための高齢者への対策が重要と

なってきます。 

町では、高齢者の健康づくりのために、食事や運動などの教室を通して生活全体を

捉えた取組を行ってきました。 

今後は生活習慣病予防、低栄養予防、骨折予防など高齢者の身体的側面に加えて社

会的、精神的側面への対策にも取り組み、地域で自立した生活ができる高齢者が増え

ることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆地域で自立した生活ができる高齢者が増える 

（愛媛県 介護保険事業状況報告 年報） 

 
（愛南町 介護保険事業集計 平成 28 年度） 
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【 】 

 ○高齢者の低栄養予防について普及啓発します。 

○フレイルやロコモティブシンドロームの予防について普及啓発します。 

○社会参加を促すため、社会福祉協議会や公民館などが実施しているサロンなどの 

地域住民が集う場を紹介します。 

 

   

 ○高齢者が健康づくりに取り組めるよう、関係機関・団体などと連携します。 

 

 

【 】 

 

※要介護認定率については、今後、高齢者人口のうち 75 歳以上の後期高齢者の占める割合が増加することから、自然増を

見込んで目標値を設定しています。 

社会福祉協議会登録サロン数…34 か所、認知症カフェ：１か所  （2017 年 12 月現在） 

項　　目 目標値 出　　典

要介護（支援）認定率 第1号被保険者 20.6%(平成28年度) 22.7%
愛媛県
「介護保険事業状況報告(年報)」

低栄養傾向の高齢者の割合
［ＢＭＩ20以下］

65歳以上 17.2%(平成28年度) 17.0%
愛南町
「特定健診結果集計(国保・後期)」

介護予防や健康づくりを心がけている
高齢者の割合

65歳以上 83.6%(平成29年度) 85.0%
愛南町総合計画
「まちづくり住民アンケート」

増やす
愛南町
「健康づくりアンケート」

現状値

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）

を知っている人の割合
総数 今後調査



（３）こころの健康 

 

 

 

 

 

 

 

 

健やかな社会生活を営むためには、身体の健康とともにこころの健康が重要です。

こころの健康は、生活の質にも大きく影響を及ぼします。 

町では、自殺者の減少や子どもの悩みを聴ける大人が増えることを目標に取り組ん

できました。女性の自殺者の標準化死亡比は県より低い状況ですが、男性は県より高

くなっており、年齢では 40 歳代、50 歳代の働き盛り世代と高齢者に多い状況です。

また、相談窓口を知っている人の割合は全体で３割と低く、特に男性では２割程度に

とどまっており、相談窓口の周知活動にも課題が残っています。中高生においても、

体よりこころの疲れを感じている生徒が多い状況です。悩みは一人で抱え込まずに、

誰かに相談するという行動が、こころの健康と密接な関係がある自殺を予防する第一

歩となります。 

今後は、こころの健康に関する正しい知識と対処方法について、情報を提供するこ

とで気軽にこころの悩みを相談できる人や、こころの疲れを軽減できる人が増えるこ

とを目指します。また、こころの健康相談などの相談窓口を周知することで相談窓口

を知っている人が増えることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆気軽にこころの悩みを相談できる人が増える 

  ◆相談窓口を知っている人が増える 

  ◆こころの疲れを軽減できる人が増える 

（厚生労働省 人口動態統計特殊報告 平成 20～24 年） （愛南町 健康づくりアンケート 平成 27 年度） 
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【 】 

 ○思春期から、こころの健康に関する正しい知識と対処方法について、情報を提供

します。 

 ○思春期を含め、安心して相談ができるこころの相談窓口を周知します。 

 

  

 

 

 ○事業所やＰＴＡなどの働き盛り世代や中高年の男性に対して、メンタルヘルスの

理解が深まるよう働きかけを強化します。 

 ○うつ病やこころの健康について、地域で相談できるよう民生児童委員や職域を対

象としたゲートキーパーの養成や地域の見守り力の向上を図ります。 

 ○治療の必要な人が、適切な治療につながるよう支援します。 

 

 

【 】 

 目標値 出　　典

男性 101.8(平成20-24年) 減らす

女性 54.3(平成20-24年) 減らす

総数 61.3%(平成29年度) 70.0%
愛南町総合計画
「まちづくり住民アンケート」

男性 21.9%(平成27年度) 30.0%

女性 37.5%(平成27年度) 40.0%

男性 78.4%(平成28年度) 85.0%

女性 88.8%(平成28年度) 95.0%

小学生男子 77.1%(平成28年度) 80.0%

小学生女子 86.3%(平成28年度) 90.0%

中学生男子 82.1%(平成28年度) 85.0%

中学生女子 87.0%(平成28年度) 90.0%

高校生男子 84.7%(平成28年度) 88.0%

高校生女子 85.4%(平成28年度) 88.0%

中学生男子 48.8%(平成28年度) 47.0%

中学生女子 58.9%(平成28年度) 57.0%

高校生男子 67.5%(平成28年度) 65.0%

高校生女子 75.9%(平成28年度) 73.0%

相談できる窓口を知っている人の割合
愛南町
「健康づくりアンケート」

項　　目 現状値

自殺の標準化死亡比（ＳＭＲ）
厚生労働省
「人口動態統計特殊報告」

ストレスを解消する方法を持っている人
の割合

悩みについて相談できる人がいる人の割合

愛南町

「健康づくりアンケート」

愛南町
「思春期アンケート」

体よりこころの疲れを感じている子どもの
割合

愛南町
「思春期アンケート」

 

こころの相談窓口…様々なこころの健康に関する悩みについて、保健師等による随時相談
と専門医による定期相談（毎月２回）を城辺保健福祉センターで行っています。その他、
地域包括支援センター、あいなん子育て応援グループ、子ども支援センター、社会福祉協
議会などでも行っています。                  （2017 年５月現在） 
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５ 栄養・食生活、身体活動・運動、休養、飲酒、喫煙及び 

歯・口腔の健康に関する生活習慣及び社会環境の改善 

（１）栄養・食生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の食習慣やバランスのとれた食事は、子どもの健やかな成長や健康な生活を送

るために欠かせないものです。また、がんや循環器疾患、糖尿病など生活習慣病の予

防や生活の質にも深く関わっています。 

町では、食事のバランスや味付け、間食の摂り方など食生活の改善に取り組んでき

ました。しかし、毎食バランスのとれた食事ができている人は、約５人に１人と少な

く、野菜の１日必要量を摂っている人も少ない状況です。また、夕食後に間食をして

いる人は、子どもも大人も２人に１人の状況です。 

働き盛り世代を対象に実施したグループインタビューの結果からは、食生活におけ

る町の特徴として、甘辛い味付けを好むことで塩分や糖分の摂り過ぎにつながり、大

皿盛りで食べることにより食べ過ぎにつながるという点がありました。 

 今後もライフステージに応じた栄養・食生活の改善に取り組み、バランスのとれた

食事ができる人や薄味を実践できる人が増えることを目指します。また、食習慣や食

生活を改善することにより、食べ過ぎを防ぎ、適正体重を維持する人が増えることを

目指します。 

 

 

  ◆適正体重を維持する人が増える 

  ◆バランスのとれた食事ができる人が増える 

  ◆薄味を実践できる人が増える 

（愛南町 特定健診結果集計（国保） 平成 28 年度） （愛南町 健康づくりアンケート 平成 28 年度） 
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（２）身体活動・運動 

 

 

 

 

 

 

健康づくりを目的とした運動には、体力や筋力の維持及び向上、生活習慣病の予防、

気分転換やストレス解消などの効果があります。 

町では、手軽にできる運動の普及や自分にあった運動の習慣化に取り組んできまし

た。しかし、自分にあった運動を継続している人は年々減少しており、運動不足を感

じている人は約５割で横ばいの状態です。また、運動の必要性を感じながらも実践で

きていない人や、働き盛り世代では運動をする時間がとれないという現状もあります。 

地域の特徴としては公共交通機関の便が悪く近距離でも自家用車を利用するため、

意識的に歩かなければ歩く機会は少ない状況にあります。 

今後も、運動の効果や方法など運動に関する情報を提供することにより、日常生活

で意識して体を動かす人や、自分にあった運動を習慣化できる人が増えることを目指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆自分にあった運動を習慣化できる人が増える 

（愛南町 健康づくりアンケート 平成 27 年度） （愛南町 健康づくりアンケート 平成 28 年度） 
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【 】 

○運動の効果について周知します。 

 ○町で実施する教室等で手軽にできる運動を紹介します。 

 ○防災無線などを活用し、ラジオ体操を普及します。 

 ○御荘Ｂ＆Ｇ海洋センターの教室や自主グループなど、運動のできる場を紹介しま

す。 

 

 

【 】 

 

 

 

項　　目 目標値 出　　典

男性 35.9%(平成28年度) 38.0%

女性 33.2%(平成28年度) 35.0%

男性 48.7%(平成28年度) 52.0%

女性 49.8%(平成28年度) 53.0%

今後調査 増やす

今後調査 増やす

現状値

男性

女性

自分にあった運動を継続している人の割合
愛南町
「特定健診結果集計(国保)」

10分程度なら車を使わずに歩く人の割合
愛南町
「健康づくりアンケート」

40～64歳

65～74歳



（３）休養 

 

 

 

 

 

 

 

健康な生活を送るためには、心身の過労を避け、十分な休養をとることが大切であ

り、そのためには質の良い睡眠が必要です。睡眠不足は、疲労感が増すだけでなく、

情緒不安定になる、集中力がなくなる、判断力も鈍くなるなど、日常生活に悪い影響

を及ぼします。 

町では、生活リズムを整えるため、乳幼児期から早寝早起きの指導を行ってきまし

た。その結果、夜 10 時までに就寝する子どもの割合は増加していますが、大人では、

３割以上の人が睡眠による休養が十分にとれていない状況です。子どもの生活リズム

は、大人の生活リズムの影響を受けるため、引き続き、保護者に対して生活リズムに

関する情報の提供が必要です。 

今後は、睡眠をとることの重要性や質の良い睡眠について情報を提供し、睡眠によ

る休養を十分にとれている人が増えることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆睡眠による休養を十分にとれている人が増える 

（愛南町 特定健診集計（国保） 平成 28 年度） （愛南町 5 歳児健診問診票・思春期アンケート 平成 28 年度） 
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【 】 

 ○質の良い睡眠について、広報やケーブルテレビなどで周知します。 

 ○気分転換できるようリフレッシュの方法について周知します。 

 ○子どもの生活リズムを整えるために、保護者も含めた早寝早起きなどの生活リズ

ムについて情報を提供します。 

 

 

【 】  

 

 

項　　目　　 目標値 出　　典

男性 68.1%(平成28年度) 75.0%

女性 64.6%(平成28年度) 70.0%

男性 14.7%(平成25年度) 13.0%

女性 16.8%(平成25年度) 15.0%
休養のための時間がとれていない人の割合 愛南町「健康づくりアンケート」

現状値

睡眠で休養を十分とれている人の割合 愛南町「特定健診結果集計(国保)」



（４）飲酒 

 

 

 

 

 

 

適度な飲酒は、心身の緊張を和らげ、ストレス解消などの効果があり、一方で過

度の飲酒は心身に様々な害を及ぼすと言われています。 

町では、適正飲酒が実践できるようにチラシを作成し、教室や報告会などで啓発

を行ってきました。しかし、週６日以上飲酒している人は、男性 33.9％、女性 4.8％

と、男性では３人に１人が週６日以上飲酒している状況でした。 

地域の特徴として、みんなで集まる時には飲酒の機会が多く、付き合いで飲みす

ぎてしまう傾向にあるため、今後も引き続き啓発が必要です。 

妊婦の飲酒率は０％を維持できていますが、妊娠中の飲酒は胎児の発育に悪影響

を与えるため、引き続き妊婦に対するアルコールの害に関する情報の提供が必要で

す。また、未成年の飲酒については減少していますが、中高生男子については、わ

ずかながら飲酒がみられます。 

今後も、未成年の飲酒が無くなるよう若い頃からアルコールに関する正しい情報

を提供し、適正飲酒を実践できる人が増えることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆適正飲酒を実践できる人が増える 

（愛南町 健康づくりアンケート 平成 28 年度） （愛南町 健康づくりアンケート 平成 28 年度） 

4.8

33.9

21.8

32.1

71.8

32.0

1.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.5

6.8

2.9

17.3

22.6

39.4

72.7

36.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%







【 】 

 ○喫煙や受動喫煙が及ぼす影響について情報を提供します。 

 ○たばこがＣＯＰＤの最大の原因になることを普及啓発します。 

  ○未成年の喫煙を無くすよう学校と協力しながら、たばこの害について啓発します。 

○妊婦にたばこの害について母子健康手帳交付時に情報を提供します。 

 ○禁煙したい人が禁煙できるよう支援します。 

  

 

【 】  

 

 

項　　目 目標値 出　　典

男性 22.3%(平成28年度) 20.0%

女性 3.3%(平成28年度) 2.9%

中学生男子 0%(平成28年度) 0%

中学生女子 0%(平成28年度) 0%

高校生男子 0.4%(平成28年度) 0%

高校生女子 0%(平成28年度) 0%

妊婦の喫煙率 総数 3.2%(平成28年度) 0%
愛南町

「母子健康手帳交付時アンケート」

3歳児 83.9%(平成28年度) 90.0% 愛南町「幼児健診結果集計」

小学生 50.8%(平成28年度) 55.0%

中学生 37.6%(平成28年度) 40.0%

高校生 41.6%(平成28年度) 45.0%

子どもの前でたばこを吸わない大人の割合
愛南町「思春期アンケート」

現状値

成人の喫煙率 愛南町「特定健診結果集計(国保)」

未成年の喫煙率 愛南町「思春期アンケート」







１ 健康づくりの推進体制 

健康寿命の延伸を図り健康づくりを推進するためには、町民一人一人が主体的に取

り組むことが重要です。 

今後、健康づくりを社会全体で支援していくために、ヘルスプロモーションの考え

方に基づき、町民、地域、関係機関・団体、職域、行政などが目標を共有し、それぞ

れの役割を担い、連携、協働して健康づくりを進めていきます。

また、愛南町健康づくり地域推進会議などを通じて、職域や関係機関・団体などと

課題を共有し、自発的取組に向けた支援を行い、協働で取り組んでいきます。 

 

 ai
 

 
 

 

 

 









１ 策定の組織体制 

 

○ワーキング（４回開催） 

 愛南町の健康課題を共有し、今後の取組について検討を行いました。 

  ・健康づくりに関する組織の代表者、一般公募者（23 名） 

・健康づくりに関連する事業を担当している課の職員（13 名） 

 

○策定委員会（３回開催） 

計画策定に関する事項について提言・承認を行いました。 

・ワーキング代表、保健・福祉・医療関係者、各種団体の代表（14 名） 

 

○事務局（保健福祉課）   

 ワーキングで話し合った内容を調整し、計画策定につなげました。 

 

２ 計画策定の経過 

＜策定委員会＞ 

第 1 回策定委員会 

日程：平成 29 年７月 27 日 

内容：第２次 愛南町健康増進計画について 

 

第２回策定委員会 

日程：平成 29 年 11 月６日 

内容：愛南町健康増進計画 2016 評価について 

    第２次 愛南町健康増進計画骨子（案）について 

 

第３回策定委員会 

日程：平成 30 年１月９日 

内容：第２次 愛南町健康増進計画の素案承認 

 







３ 愛南町懇話会等の設置及び運用に関する要綱 

 

平成 22 年３月 19 日 
告示第 27 号 

 (設置) 
第１条 愛南町住民参画推進条例(平成 21 年愛南町条例第 21 号)第９条第１項の規定に
基づき、附属機関に類するものとして懇話会その他の協議のための機関(以下「懇話会等」
という。)を置く。 
(名称等) 
第２条 懇話会等の名称及び協議事項並びにその属する執行機関の区分は、別表のとお
りとする。 
２ 前項の規定にかかわらず、懇話会等の協議事項について、町長(愛南町教育委員会(以
下「教育委員会」という。)にあっては、教育委員会。以下同じ。)は、その協議の状況
に応じて必要と認める事項を追加することができる。 
(構成) 
第３条 懇話会等は、別表の委員の定数欄に掲げる数の委員で組織する。 
２ 委員は、別表の委員の構成欄に掲げる者のほか、委員の公募に応じた住民のうちか
ら、町長が委嘱し、又は任命する。ただし、町長が特に必要と認める者については、こ
の限りでない。 
３ 前項の委員の委嘱又は任命について、口頭による委嘱又は任命の通知をもって、当
該委員を委嘱し、又は任命したものとみなすことができる。 
(委員の任期) 
第４条 委員の任期は、別表の委員の任期欄に掲げるとおりとする。ただし、当該委員
が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
２ 前項の規定にかかわらず、特定の職にあることをもって委嘱し、又は任命された委
員の任期は、その職にある期間とする。 
(会議の運用) 
第５条 懇話会等には、委員長及び会長並びに副委員長及び副会長を置かないものとす
る。 
２ 懇話会等の会議は、町長が招集し、担当課長その他の関係職員がその議長となる。
ただし、愛南町明るい選挙推進協議会の会議については、選挙管理委員会委員長が招集
し、書記長その他の関係職員がその議長となる。 
３ 第１項及び前項本文の規定にかかわらず、町長が必要と認めるときは、懇話会等の
会議の運用について、附属機関の会議の運用の例によることができる。 
４ 委員は、会議において非公開とした情報を他に漏らしてはならない。その職を退い
た後も、同様とする。 
(その他) 
第６条 この告示の施行に関し必要な事項は、別に定める。 
附 則 
(施行期日) 
１ この告示は、平成 22 年４月１日から施行する。 
(経過措置) 
２ この告示の施行の際現に次の表の左欄に掲げる附属機関又は懇話会等の委員であ
る者は、同表右欄に掲げる懇話会等の委員として委嘱され、又は任命されたものとみな
す。この場合において、第４条第１項の規定にかかわらず、同日における同表の左欄に
掲げる附属機関又は懇話会等の委員としての任期の残任期間と同一の期間とする。 

旧名称 新名称 
愛南町明るい選挙推進協議会 愛南町明るい選挙推進協議会 
愛南町水産業振興協議会 愛南町水産業振興懇話会 
愛南町水産研究開発室運営委員会 
愛南町食育推進会議 愛南町食育推進協議会 
愛南町地域自立支援協議会 愛南町地域自立支援協議会 
愛南町次世代育成支援対策協議会 愛南町福祉関係計画策定懇話会 







 

所  属 氏 名 

企画財政課 飯田 英功 

町民課 岡下 崇 

高齢者支援課 岡田 恵三 

地域包括支援センター 池田 奈々 

学校教育課 西田 順哉 

生涯学習課（御荘Ｂ＆Ｇ海洋センター） 山上 和嘉子 

生涯学習課（内海公民館） 宮下 留理子 

生涯学習課（中浦公民館） 小埜山 武士 

生涯学習課（城辺公民館） 吉田 英史 

生涯学習課（一本松公民館） 嘉新 満雄 

生涯学習課（西海公民館） 清水 貴光 

保健福祉課（障がい者（児）相談支援センター係） 竹場 妙 

保健福祉課（子育て支援係） 清水 育 

 

６ 愛南町健康増進計画事務局組織  

担 当 役 割 

編集 計画書作成のための準備を行う 

地区分析 健康課題の分析や評価に必要なデータを収集する 

ワーキング ワーキングが効果的に実施できるよう準備する 

記録保管 各会議、活動の記録を保管する 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



７ 用語解説 

（50 音順） 

あ行  

愛南町健康づくり地域

推進会議 

関係者間で地域の健康課題を共有し、それぞれの組織での健

康づくりの計画立案と実践を支援する会議。 
 

愛南はつらつ口腔体操 口腔機能を維持、向上させるための町オリジナルの口腔体

操。 
 

ＡＫＧ
えーけーじー

（あいなん健康

劇団） 

健康づくり地区組織リーダーの有志で結成され、健康劇の上

演や町の保健事業のＰＲなどを行っている劇団。 
 

ＯＢ
おーびー

推進員 子育て推進員、健康推進員の任期を修了した推進員。 

 

か行  

学校保健統計調査 学校における幼児、児童及び生徒の発育及び健康の状態を明

らかにすることを目的とした調査。 
 

カミカミの日 愛南町食育計画で定められた1口30回噛むことを推奨する

食の記念日。（毎月 30 日） 
 

ケースワーカー 福祉事務所等で生活保護に関する業務を行う人の呼称。 
 

健康寿命 健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる

期間。 
 

健康推進員 町民の健康意識を高め、町民自ら健康づくりに取り組めるよ

う、町の健康づくり推進懇話会に係る事業に協力する人。 
 

健康水準 健康状態を表す健康指標によって測られた健康の程度。 
 

健康づくりアンケート 町の健診を受診した 40～69 歳の人を対象に、健康づくりに

関する現状を把握するためのアンケート調査。 
 

健康づくり推進懇話会 町民の健康づくりを推進するための方策や保健福祉センタ

ーの運営について協議する会。 
 

健康づくり地区組織リ

ーダー 

子育て推進員、健康推進員、食生活改善推進員及びＯＢ推進

員。 
 

５歳児歯科表彰 ５歳児歯科健診でのむし歯０本児の表彰。 
 

子育て推進員 保護者や乳幼児の健康を守るため、町の母子保健事業に協力

する人。 

 

 



  

さ行  

ＣＰＩ
しーぴーあい

コード 歯周病の診査法。専用の探針（プローブ）を用いて歯肉出血、 

歯周ポケット、歯石の３つの指標によりコード０～４の５段

階で評価する。コード３以上が進行した歯周病。 
 

思春期アンケート 町内の小学校、中学校、高校の児童・生徒全員に行う思春期

の健康に関するアンケート調査。 
 

食生活改善推進員 「私達の健康は、私達の手で」をスローガンに「食」の大切

さを伝える活動をしている健康づくりボランティア団体。 
 

心血管疾患 心臓、血管など循環器における疾患。 
 

人口動態統計特殊報告 人口動態のデータをもとに、時系列分析などを行い、従来の

人口動態統計の統計表を再編成するだけでなく様々な角度

から多方面の分析を行っている加工統計。 
 

新生活応援ＢＯＯＫ
ぶ っ く

 南宇和高校３年生に配布する一人暮らしを応援するための

冊子。 

 

た行  

体重測定の日 定期的に体重を測ることを習慣にするために町で定めた日。

（毎月 30 日） 
 

低出生体重児 出生時の体重が 2,500ｇ未満の児。 
 

適正体重 もっとも病気になりにくいとされるＢＭＩ 22 より求めら

れる体重。 

適正体重＝22（ＢＭＩ）×身長（ｍ）×身長（ｍ） 

 

な行  

乳幼児突然死症候群 特別な兆候もなく元気だった乳幼児が突然死亡してしまう

病気。 
 

認知症サポーター養成

講座 

認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守り支

援する人を養成する講座。 

 

は行  

8 0 2 0
はちまるにいまる

運動 平成元年に厚生省（現厚生労働省）と日本歯科医師会が提唱

したのが始まりで、「80 歳になっても 20 本以上自分の歯を

保とう」という運動。 

 






	第2次愛南町健康増進計画書表紙
	第2次愛南町健康増進計画書はじめに
	第2次愛南町健康増進計画書目次1
	第2次愛南町健康増進計画書目次2
	第2次愛南町健康増進計画書P1
	第2次愛南町健康増進計画書P2
	第2次愛南町健康増進計画書P3
	第2次愛南町健康増進計画書P4
	第2次愛南町健康増進計画書P5
	第2次愛南町健康増進計画書P6
	第2次愛南町健康増進計画書P7
	第2次愛南町健康増進計画書P8
	第2次愛南町健康増進計画書P9
	第2次愛南町健康増進計画書P10
	第2次愛南町健康増進計画書P11
	第2次愛南町健康増進計画書P12
	第2次愛南町健康増進計画書P13
	第2次愛南町健康増進計画書P14
	第2次愛南町健康増進計画書P15
	第2次愛南町健康増進計画書P16
	第2次愛南町健康増進計画書P17
	第2次愛南町健康増進計画書P18
	第2次愛南町健康増進計画書P19
	第2次愛南町健康増進計画書P20
	第2次愛南町健康増進計画書P21
	第2次愛南町健康増進計画書P22
	第2次愛南町健康増進計画書P23
	第2次愛南町健康増進計画書P24
	第2次愛南町健康増進計画書P25
	第2次愛南町健康増進計画書P26
	第2次愛南町健康増進計画書P27
	第2次愛南町健康増進計画書P28
	第2次愛南町健康増進計画書P29
	第2次愛南町健康増進計画書P30
	第2次愛南町健康増進計画書P31
	第2次愛南町健康増進計画書P32
	第2次愛南町健康増進計画書P33
	第2次愛南町健康増進計画書P34
	第2次愛南町健康増進計画書P35
	第2次愛南町健康増進計画書P36
	第2次愛南町健康増進計画書P37
	第2次愛南町健康増進計画書P38
	第2次愛南町健康増進計画書P39
	第2次愛南町健康増進計画書P40
	第2次愛南町健康増進計画書P41
	第2次愛南町健康増進計画書P43
	第2次愛南町健康増進計画書P44
	第2次愛南町健康増進計画書P45
	第2次愛南町健康増進計画書P46
	第2次愛南町健康増進計画書P47
	第2次愛南町健康増進計画書P48
	第2次愛南町健康増進計画書P49
	第2次愛南町健康増進計画書P50
	第2次愛南町健康増進計画書P51
	第2次愛南町健康増進計画書P52
	第2次愛南町健康増進計画書P53
	第2次愛南町健康増進計画書P54
	第2次愛南町健康増進計画書奥付

